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北海道倶知安農業高等学校【倶知安町】 
☆☆ 高校生による小学生への地域の特産物等に関する食育活動 ☆☆ 

 
１ はじめに  

倶知安町は、日本有数の生食用男爵いもの生産地として有名です。そこで、倶知安農業高校では、基

幹産業である農業を理解し、身近な食と結びつけることで、実践的、かつ地域の課題を学ぶ場となる「食

育活動」を行っています。 

 

２ 活動内容の紹介・成果  
（１）じゃがいも交流 

小学校４年生を対象に男爵いもを栽培・調理する「じゃがいも交流」は平成 11年から実施しており、

これまでの参加人数は４００名を超えます。 

事前学習によるジャガイモの歴史や種類、特徴などの基礎的な学びをもとに、小学生が本校圃場で種

イモを植え付け、除草、観察、収穫、調理という一連の流れを体験できることから、地域の農業や食に

ついての総合的な理解を促すことができています。 

小学生には、自分達が作ったじゃがいもを、自分達で考えた料理で食べるという喜びや、楽しく調理

をすることをとおして、地産地消の重要性や、食べ物を大事にするという気持ちが育まれています。 

小学生は、この学習の後、その成果をまとめ、壁新聞を作る等、半年かけて学んだプロセスを再確認

することで、確かな学びとしています。 

 

（２）ポテトペースト交流 

規格外ジャガイモとその有効活用を図る「ポテトペースト交流」は平成 24 年に開始しました。各小学

校と連携を取り、学ばせるのに一番適した学年を選択して実施しています。規格外ジャガイモの存在や、

それを活かすために開発されたポテトペーストについて、パワーポイントで学習し、小学生が興味を持

ちやすいように、ポテトペーストを使ったドーナツ作りを行っています。 

ポテトペーストとは、規格外ジャガイモを蒸かし、酵素を加え、デンプンをオリゴ糖に変え、甘いペ

ースト状にしたものです。食品科学研究センターの支援のもと、規格外ジャガイモを地域産業の発展に

つなげる研究の過程で開発され、特許も取得しています。 

このポテトペースト交流の参加人数は、１８０名以上となり、規格外ジャガイモの存在や、ポテトペ

ーストについて学ぶという、地域課題と規格外ジャガイモに付加価値をつける、新たな食を結びつけた

理解の深化につながっています。 

また、交流後のアンケートでは、規格外ジャガイモの存在、ポテトペーストの理解が深まったことが

分かり、『毎日ぽてドーナツを作って、規格外のジャガイモを減らしてあげたい』等と書かれた自由記述

もあり、地域課題も理解できたことが成果として挙げられます。 

 

３ 活動の波及効果  
今年で１５年を数えるじゃがいも交流により、学んだ多くの生徒達に「男爵いもが倶知安町特産であ

ること」が、実体験として定着し、産業として発展させていく人材として育っていると、評価をいただ

いています。 

また、平成２４年度には「ふうど LABOようてい」という町の組織と、規格外ジャガイモの消費拡大を

目指して、ポテトペーストスイーツコンテストを開催。昨年度は、町の企業・菓子店と連携を取り、ポ

テトペーストを使用した商品を開発するなど、地域の食ブランドの創造・地域活性化にもつながってい

ます。 

 

４ 今後の活動に向けて  
今後もこの食育活動を継続し、充実を図っていきたいと考えています。地域の関係機関と連携を強化

し、自分たちが育てたジャガイモを販売し、地域経済を理解させる取組や、ポテトペーストの製造体験

や給食への反映等、「食育」と「地域活性化」を更に発展させていくことが目標です。 

そして、小学生の時にじゃがいも交流で学んだ生徒が、倶知安農業高校に入学し、自らが教える側と

なり交流を展開していることから、地域農業・産業を学び伝える担い手育成にもつなげていきたいと思

います。 
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月 内 容

５月 プレ学習、播種

７月 育成観察、栽培管理

９月 収穫、調理計画作成

１０月 調理実習

地域農業や食の総合的な理解促進

樺山小 東小 西小

倶知安小北陽小

地域産業を発展させる人材育成
地域の食ブランド創造・地域活性化へ！


